
引
き
続
き
﹁
第
２
の
柱
﹂
で

扱
わ
れ
る
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｂ
Ｂ

　

金
利
リ
ス
ク
と
は
、
金
利
水
準
の

変
動
に
よ
り
、
金
融
機
関
が
保
有
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
経
済
価
値
ま
た
は

収
益
が
変
動
す
る
リ
ス
ク
を
い
う

（
注
１
）。
貸
出
、
有
価
証
券
運
用
、

預
金
の
受
入
れ
と
い
っ
た
商
業
銀
行

に
と
っ
て
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
金

利
変
動
に
よ
っ
て
そ
の
収
益
お
よ
び

経
済
価
値
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

こ
う
し
た
影
響
は
時
価
評
価
に
よ
っ

て
直
ち
に
顕
在
化
す
る
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
一
方
、
中
長
期
に
わ
た
っ

て
継
続
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
金

利
リ
ス
ク
は
幅
広
い
金
融
機
関
に
お

い
て
優
先
的
に
考
慮
・
対
応
す
べ
き

重
要
な
リ
ス
ク
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

金
利
リ
ス
ク
の
う
ち
、
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
勘
定
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
生

じ
る
も
の
に
つ
い
て
は
直
接
的
に
自

己
資
本
比
率
規
制
に
基
づ
く
資
本
賦

課
（
第
１
の
柱
）
の
対
象
と
な
る
が
、

商
業
銀
行
の
資
産
・
負
債
の
大
半
を

占
め
る
銀
行
勘
定
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か

ら
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
最
終
合
意
の
も
と
で
も
、
従
前
か

ら
引
き
続
き
、
当
局
に
よ
る
監
督
を

基
礎
と
す
る
枠
組
み
（
第
２
の
柱
）

の
も
と
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
今
回
、
公
表
さ
れ
た
見
直
し

は
、
銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
を
対

象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
で
た

ん
に
「
金
利
リ
ス
ク
」
と
記
載
す
る

場
合
も
、
銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク

を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
金
利
リ
ス
ク
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
の
背
景
と
狙
い

に
つ
い
て
、
次
に
金
利
リ
ス
ク
指
標

金
融
庁
は
６
月
₃₀
日
、
金
利
リ
ス
ク
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
公
表
し

た
。
こ
れ
は
、
最
近
の
金
利
環
境
や
２
０
１
６
年
４
月
に
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
︵
バ

ー
ゼ
ル
委
︶
か
ら
公
表
さ
れ
た
﹁
銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
︵Interest R

ate R
isk in the 

B
anking B

ook

＝
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｂ
Ｂ
︶﹂
に
係
る
最
終
合
意
等
を
ふ
ま
え
、
銀
行
勘
定
の
金
利
リ

ス
ク
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
つ
い
て
見
直
す
観
点
か
ら
、
告
示
お
よ
び
監
督
指
針
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
︵
本
稿
に
示
さ

れ
た
見
解
は
筆
者
の
も
の
で
あ
り
、
筆
者
が
所
属
す
る
組
織
の
も
の
で
は
な
い
︶。
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の
例
に
つ
い
て
述
べ
、
続
い
て
監
督

指
針
等
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
、
早

期
警
戒
制
度
の
見
直
し
、
金
利
リ
ス

ク
管
理
態
勢
の
高
度
化
、
開
示
の
充

実
お
よ
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

順
に
述
べ
る
。

金
利
リ
ス
ク
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
の

背
景
と
狙
い

⑴
わ
が
国
金
融
機
関
を
と
り
ま
く
環

境
の
変
化

　

国
内
の
資
金
需
要
低
迷
や
世
界
的

な
低
金
利
の
継
続
等
を
受
け
、
わ
が

国
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
流
入
す

る
預
金
の
運
用
環
境
が
悪
化
し
て
お

り
、
貸
出
利
ザ
ヤ
も
長
期
低
落
傾
向

に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
円
貨
運
用
の

長
期
化
や
外
貨
運
用
の
積
極
化
に
よ

り
、
金
利
リ
ス
ク
を
と
っ
て
収
益
を

確
保
す
る
動
き
が
拡
大
し
て
い
る

（
図
表
１
・
２
、
注
２
）。

　

商
業
銀
行
に
お
け
る
金
利
リ
ス
ク

の
重
要
性
に
鑑
み
、
金
融
庁
と
し
て

は
、
円
金
利
や
外
貨
金
利
の
急
激
な

上
昇
が
起
き
る
場
合
や
低
金
利
が
継

続
す
る
場
合
に
、
金
融
機
関
の
収
益

や
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
自
己
資
本
比

率
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
済
価
値
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
フ
ォ
ワ
ー

ド
・
ル
ッ
キ
ン
グ
な
視
点
か
ら
把
握

し
、
問
題
を
抱
え
る
金
融
機
関
に
は

改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
促
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

⑵
金
利
リ
ス
ク
を
巡
る
国
際
的
な
議

論
　

世
界
的
な
低
金
利
が
続
き
、
将
来

の
金
利
上
昇
に
対
す
る
備
え
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
を
背
景
に
、

バ
ー
ゼ
ル
委
は
13
年
４
月
か
ら
、
銀

行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
の
取
扱
い
見

直
し
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
た
。

　

バ
ー
ゼ
ル
委
が
15
年
６
月
に
公
表

し
た
市
中
協
議
文
書
に
お
い
て
は
、

銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
の
管
理
・

監
督
を
巡
る
各
国
当
局
の
多
様
な
意

見
を
反
映
し
、
リ
ス
ク
量
の
計
測
を

定
式
化
し
、
自
己
資
本
比
率
の
分
母

に
勘
案
す
る
案
（
第
１
の
柱
案
）
と
、

自
己
資
本
比
率
の
計
算
に
は
反
映
さ

せ
ず
、
監
督
上
の
対
応
を
深
化
さ
せ

る
案
（
第
２
の
柱
案
）
が
併
記
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
市
中
協
議
に
寄
せ
ら

れ
た
コ
メ
ン
ト
等
を
ふ
ま
え
、
最
終

的
に
は
、
各
市
場
に
お
け
る
金
利
リ

ス
ク
の
多
様
性
や
個
々
の
金
融
機
関

の
リ
ス
ク
特
性
等
を
考
慮
し
た
柔
軟

な
監
督
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の

わ
が
国
の
主
張
も
反
映
さ
れ
、
16
年

４
月
に
、

●
銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
に
つ
い

て
は
、
従
前
に
引
き
続
き
、
当
局
に

よ
る
監
督
を
基
礎
と
す
る
枠
組
み

（
第
２
の
柱
）
の
も
と
で
取
り
扱
う

こ
と

●
バ
ー
ゼ
ル
委
が
通
貨
ご
と
に
定
め

る
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
計
測
し
た
、

経
済
価
値
ベ
ー
ス
お
よ
び
収
益
ベ
ー

ス
の
金
利
リ
ス
ク
量
の
ほ
か
リ
ス
ク

計
測
の
重
要
な
前
提
等
を
開
示
す
る

こ
と

●
金
利
リ
ス
ク
の
計
測
に
あ
た
っ
て
、

標
準
的
手
法
の
使
用
は
義
務
付
け
な

い
こ
と

な
ど
を
柱
と
す
る
最
終
合
意
文
書
が

公
表
さ
れ
た
。

⑶
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
の
狙
い

　

以
上
を
背
景
に
、
金
融
庁
に
お
い

て
は
、
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク

テ
イ
ク
の
状
況
と
そ
の
影
響
を
総
合

的
に
把
握
し
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
・
ル
ッ

キ
ン
グ
な
監
督
を
行
う
と
い
う
観
点

か
ら
、
金
利
リ
ス
ク
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
強
化
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。

　

そ
の
狙
い
は
、
①
各
金
融
機
関
に

お
け
る
リ
ス
ク
計
測
・
リ
ス
ク
管
理

〔図表１〕 円貨運用の長期化

（注）１．直近は16 年12 月末。
　　２ ．ミスマッチは資産の平均残存期間と負債の平均残存期間の

差。資産の平均残存期間は、貸出、債券、金利スワップ受分
の加重平均値。負債の平均残存期間は、調達、金利スワップ
払分の加重平均値。金利スワップの平均残存期間は受分・払
分の差。

（出所） 　日本銀行「金融システムレポート（2017年4月号）」（図表2
も同じ）

大手行 地域銀行 信用金庫

金融機関の円建て資産・負債の平均残存期間

16/141210 16/141210 16/141210
3
2
1
0
1
2
3
4
5
6
7

ミスマッチ 貸出
債券 調達
金利スワップ

年

運用超

調達超

上下 上下
年度

上下
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の
高
度
化
へ
の
取
組
み
を
促
す
と
と

も
に
、
②
た
ん
に
金
利
リ
ス
ク
量
の

多
寡
を
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、

経
営
環
境
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
い

っ
た
各
金
融
機
関
が
抱
え
る
根
本
的

な
課
題
に
つ
い
て
も
十
分
に
分
析
を

し
た
う
え
で
、
金
融
機
関
と
の
間
で

持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
に
向
け
た
深
度
あ
る
対
話
を
行
う

枠
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
狙
い
の
詳
細
や
、
具
体

的
な
施
策
と
し
て
の
監
督
指
針
等
改

正
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
で
述
べ

る
が
、
そ
の
前
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
と
の
双
方

向
の
対
話
の
な
か
で
根
本
的
な
課
題

に
つ
い
て
の
改
善
策
を
見
出
す
こ
と

を
重
視
し
て
お
り
、
金
利
リ
ス
ク
量

等
の
数
値
の
み
を
基
準
に
し
て
機
械

的
に
リ
ス
ク
が
過
大
で
あ
る
と
評
価

し
た
り
、
金
融
機
関
に
対
し
て
画
一

的
に
債
券
の
売
却
に
よ
る
リ
ス
ク
削

減
を
求
め
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は

意
図
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

金
利
リ
ス
ク
指
標
の
例

　

金
融
機
関
に
お
け
る
金
利
リ
ス
ク

管
理
に
お
い
て
は
、
目
的
に
応
じ
て

適
切
な
リ
ス
ク
指
標
を
計
測
し
、
そ

の
水
準
や
推
移
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

以
下
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
こ
う

し
た
金
利
リ
ス
ク
指
標
の
例
を
あ
げ

る
。

⑴
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
金
利
リ
ス
ク

指
標

　

金
融
機
関
が
保
有
す
る
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
経
済
的
価
値
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
：E

co-
nom

ic Value of E
quity

）
の
、
金

利
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
減
少
額
と
し

て
定
義
さ
れ
る
⊿
Ｅ
Ｖ
Ｅ
は
、
バ
ー

ゼ
ル
委
の
最
終
合
意
に
お
い
て
計
測

と
開
示
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
後
述

の
早
期
警
戒
制
度
に
お
け
る
重
要
性

テ
ス
ト
の
基
準
と
な
る
リ
ス
ク
量
で

あ
る
。

　

⊿
Ｅ
Ｖ
Ｅ
は
、
債
券
等
の
時
価
評

価
さ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
み
で
は
な

く
、
貸
出
や
預
金
等
、
わ
が
国
金
融

機
関
の
実
務
に
お
い
て
は
通
常
は
時

価
評
価
さ
れ
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
も
対
象
と
し
て
お
り
、
資
産
と

負
債
の
両
面
に
お
け
る
、
金
利
変
動

の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
長
期
的
な
影
響
を

会
計
制
度
に
依
存
し
な
い
尺
度
で
把

握
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

⑵
収
益
ベ
ー
ス
の
金
利
リ
ス
ク
指
標

　

金
融
機
関
に
と
っ
て
、
保
有
資
産

か
ら
の
受
取
利
息
と
資
金
調
達
に
対

す
る
支
払
利
息
と
の
差
で
あ
る
純
金

利
収
入
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
：N

et Interest 
Incom

e

）
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
⊿
Ｎ
Ｉ
Ｉ
は
、
金
利

シ
ョ
ッ
ク
が
基
準
日
か
ら
12
カ
月
間

の
Ｎ
Ｉ
Ｉ
に
与
え
る
影
響
と
し
て
定

義
さ
れ
、
バ
ー
ゼ
ル
委
の
最
終
合
意

に
お
い
て
計
測
と
開
示
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

多
く
の
金
融
機
関
の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
は
、
負
債
の
金
利
更
改
満
期
が

短
く
、
資
産
の
金
利
更
改
満
期
が
長

い
た
め
、
理
論
的
に
は
金
利
上
昇

（
低
下
）
は
資
金
調
達
に
対
す
る
支

払
利
息
の
増
加
（
減
少
）
を
も
た
ら

し
、
Ｎ
Ｉ
Ｉ
に
負
（
正
）
の
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、

わ
が
国
金
融
機
関
に
お
い
て
は
流
動

性
預
金
に
よ
る
調
達
の
割
合
が
大
き

い
た
め
、
預
金
金
利
の
粘
着
性
を
考

慮
す
れ
ば
、
金
利
上
昇
（
低
下
）
に

よ
る
支
払
利
息
の
増
加
（
減
少
）
は

大
き
く
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

早
期
警
戒
制
度
の
見
直
し

　

金
利
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
早
期
警
戒
制
度
の
も
と
で
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
ラ

〔図表２〕 外貨建外債の金利リスク量推移

（注）１．直近は17年２月末。
　　２ ．金利リスク量は銀行勘定の100bpv。大手行はオフ

バランス取引を考慮。地域銀行はオフバランス取引
は考慮していない。

銀行の外貨建外債の金利リスク量
大手行 地域銀行
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イ
ヤ
ー
基
準
に
抵
触
す
る
金
融
機
関

に
つ
い
て
は
、
対
話
を
通
じ
て
リ
ス

ク
管
理
の
高
度
化
等
を
促
す
こ
と
と

な
っ
て
い
る
（
注
３
、
４
）。

　

し
か
し
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ
ー
基
準

に
用
い
ら
れ
る
金
利
リ
ス
ク
量
（
金

利
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
経
済
価
値
の

低
下
額
）
は
、

①
上
下
２
０
０
ｂ
ｐ
ｓ
の
パ
ラ
レ
ル

シ
フ
ト

②
保
有
期
間
１
年
、
最
低
５
年
の
観

測
期
間
で
計
測
さ
れ
る
金
利
変
動
の

１
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
と
99
パ
ー
セ

ン
タ
イ
ル
値

の
い
ず
れ
か
の
標
準
的
金
利
シ
ョ
ッ

ク
を
基
礎
と
し
て
計
測
さ
れ
る
た
め
、

現
在
の
よ
う
に
低
金
利
が
長
期
的
に

継
続
す
る
環
境
下
で
は
、
②
を
選
択

す
る
金
融
機
関
に
お
い
て
金
利
シ
ョ

ッ
ク
の
見
積
り
が
過
少
と
な
る
傾
向

が
あ
っ
た
。

　

早
期
警
戒
制
度
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
有
識
者
会

議
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
た
。
具
体

的
な
課
題
と
し
て
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ

ー
基
準
等
に
抵
触
し
た
と
し
て
も
、

閾
値
に
抵
触
し
て
い
る
こ
と
の
背
景

・
要
因
の
分
析
が
不
十
分
で
あ
り
、

金
融
機
関
が
抱
え
る
現
在
お
よ
び
将

来
の
課
題
を
明
確
化
し
、
金
融
機
関

と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

と
い
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
ふ
ま
え
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
効
性
を
高
め
る
観
点

か
ら
、
今
般
、
早
期
警
戒
制
度
の
見

直
し
に
係
る
監
督
指
針
案
を
公
表
し

た
。
見
直
し
後
の
早
期
警
戒
制
度
に

お
い
て
は
、
ま
ず
当
局
に
お
け
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
・
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ

り
対
象
先
を
絞
り
込
ん
だ
後
に
、
深

度
あ
る
対
話
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
（
図
表
３
）。

　

以
下
に
述
べ
る
と
お
り
、
金
融
機

関
と
の
双
方
向
の
対
話
の
な
か
で
、

金
融
機
関
自
身
が
自
ら
の
状
況
を
分

析
・
把
握
し
、
根
本
的
な
課
題
に
つ

い
て
の
改
善
策
を
見
出
す
こ
と
を
重

視
し
て
お
り
、
金
融
庁
の
分
析
や
仮

説
の
み
に
基
づ
い
て
一
方
的
に
改
善

対
応
を
迫
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
海
外
で
み

ら
れ
る
よ
う
な
、
金
利
リ
ス
ク
量
等

を
基
準
に
資
本
賦
課
を
行
う
、
第
１

の
柱
に
準
じ
た
取
扱
い
と
は
一
線
を

画
し
て
い
る
。

⑴
当
局
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

デ
ー
タ
の
分
析

　

監
督
指
針
案
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
デ
ー
タ
の
分
析
は
、
①
重
要
性

テ
ス
ト
、
②
追
加
的
な
分
析
の
２
段

階
で
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

第
１
段
階
の
重
要
性
テ

ス
ト
で
は
、
従
来
の
ア
ウ

ト
ラ
イ
ヤ
ー
・
テ
ス
ト
と

同
様
に
、
金
利
リ
ス
ク
量

の
自
己
資
本
に
占
め
る
割

合
を
基
準
と
す
る
が
、
以

下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

●
国
際
統
一
基
準
行
は
⊿

Ｅ
Ｖ
Ｅ
がT

ier1

資
本
の

15
％
を
超
え
る
場
合
、
国

内
基
準
行
は
⊿
Ｅ
Ｖ
Ｅ
が

自
己
資
本
額
の
20
％
を
超

え
る
場
合
、
追
加
的
な
分

析
の
対
象
と
な
る
。

●
⊿
Ｅ
Ｖ
Ｅ
計
測
の
前
提

と
な
る
標
準
的
金
利
シ
ョ

ッ
ク
は
、
バ
ー
ゼ
ル
委
の

最
終
合
意
に
従
い
、
通
貨

ご
と
に
定
め
る
六
つ
の
シ

ナ
リ
オ
を
用
い
る
（
注
５
）。

こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
の
金

利
変
動
幅
は
、
長
期
間

（
00
〜
15
年
）
の
デ
ー
タ

か
ら
推
計
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
金
利
変
動
幅
の
フ
ロ

ア
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

リ
ス
ク
が
過
小
評
価
さ
れ

な
い
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ

〔図表３〕 見直し後の早期警戒制度の概要

（出所） 　金融庁

規制上の
最低資本

金利リスク量

円±１%
米ドル±２%
ユーロ±２%

①重要性テスト ②追加的な分析（例）

・
・
・

自己資本
（全体）

自己資本の20％
（国内基準行）

Tier1資本の15％
（国際基準行）

自己資本の余裕と
金利リスク量を比較

③対象先を絞り込んで
深度ある対話を実施

金利リスク量が
自己資本全体に
占める割合が高い
金融機関を選定

計測

自己資本の余裕

金利ショックシナリオ
（金利の変動幅）
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て
い
る
（
注
６
）。

●
監
督
指
針
案
に
お
い
て
は
、
従
来

と
同
様
に
、「
重
要
性
テ
ス
ト
に
該

当
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
銀
行
が
過

大
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
っ
て
い
る

と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
点

が
明
記
さ
れ
た
。

　

第
２
段
階
の
追
加
的
な
分
析
で
は
、

収
益
性
・
リ
ス
ク
テ
イ
ク
・
自
己
資

本
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
金
利
シ
ョ
ッ
ク

が
自
己
資
本
に
与
え
る
実
質
的
な
影

響
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
具
体
的

に
は
「
銀
行
勘
定
に
お
い
て
保
有
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
全
体
の
金
利
リ
ス

ク
」
と
「
自
己
資
本
の
余
裕
」 

と
の

関
係
を
基
本
的
な
着
目
点
と
し
つ
つ
、

以
下
の
観
点
等
を
ふ
ま
え
、
金
融
機

関
と
深
度
あ
る
対
話
を
行
う
必
要
性

に
つ
い
て
判
断
す
る
（
注
７
）。

●
「
金
利
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
有
価
証

券
の
価
格
変
動
に
関
す
る
リ
ス
ク
」

と
「
自
己
資
本
の
余
裕
」
と
の
関
係

（
有
価
証
券
の
含
み
損
益
を
勘
案
）

●
「
通
貨
別
の
金
利
リ
ス
ク
」
と

「
自
己
資
本
の
余
裕
」
と
の
関
係

●
「
金
利
に
係
る
リ
ス
ク
テ
イ
ク
」

と
「
収
益
力
」
と
の
関
係

●
「
金
利
シ
ョ
ッ
ク
が
将
来
収
益
に

与
え
る
影
響
」

⑵
金
融
機
関
と
の
深
度
あ
る
対
話

　

金
利
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
背
景
に
は

金
融
機
関
の
経
営
を
と
り
ま
く
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、
こ
う
し
た
要

因
を
ふ
ま
え
ず
に
債
券
の
売
却
な
ど

に
よ
る
金
利
リ
ス
ク
の
画
一
的
な
削

減
を
行
っ
て
も
、
根
本
的
な
解
決
は

図
ら
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
計
測
さ
れ
た
金
利

リ
ス
ク
量
の
大
き
さ
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
の
動
向
や
人
口
動
態
等
の

中
長
期
的
な
経
営
環
境
も
ふ
ま
え
な

が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
リ
ス
ク

テ
イ
ク
の
方
針
を
含
め
た
根
本
的
な

課
題
（
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
強
化
、

収
益
源
を
多
様
化
す
る
必
要
性
等
）

に
つ
い
て
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
前
述
の
金

融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
有
識
者
会
議
に
お

け
る
議
論
も
ふ
ま
え
、
金
融
機
関
と

の
深
度
あ
る
対
話
の
方
法
に
つ
い
て

見
直
し
、
次
の
①
〜
③
の
対
応
を
行

う
こ
と
と
し
た
（
注
８
）。 

①
当
局
に
お
け
る
分
析
：
経
営
環
境

や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
含
め
、
収
益

性
・
リ
ス
ク
テ
イ
ク
・
自
己
資
本
が

現
在
の
状
況
に
あ
る
背
景
・
要
因
を

総
合
的
に
分
析
し
、
金
融
機
関
が
抱

え
て
い
る
課
題
お
よ
び
そ
の
原
因
に

つ
い
て
仮
説
を
構
築
す
る
。

②
対
話
を
通
じ
た
課
題
の
明
確
化
と

共
有
：
構
築
し
た
仮
説
に
基
づ
き
、

金
融
機
関
の
自
己
評
価
を
十
分
に
ふ

ま
え
な
が
ら
、
当
局
と
金
融
機
関
と

の
間
で
深
度
あ
る
対
話
を
行
い
、
課

題
お
よ
び
そ
の
原
因
を
明
確
化
し
、

共
有
す
る
。

③
改
善
に
向
け
た
監
督
・
対
話
：
共

有
さ
れ
た
課
題
認
識
に
基
づ
き
、
原

因
へ
の
対
応
も
含
め
て
必
要
な
改
善

対
応
策
の
策
定
を
促
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
当
該
改
善
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
う
。

金
利
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の 

高
度
化

　

前
述
の
と
お
り
、
金
利
リ
ス
ク
は

幅
広
い
金
融
機
関
に
お
い
て
優
先
的

に
考
慮
・
対
応
す
べ
き
重
要
な
リ
ス

ク
で
あ
り
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
金

融
機
関
に
お
い
て
適
切
な
方
法
で
計

測
・
管
理
さ
れ
、
経
営
判
断
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
預
金
を
調
達
し
、
こ

れ
を
期
間
の
長
い
貸
出
等
で
運
用
す

る
「
流
動
性
・
マ
チ
ュ
リ
テ
ィ
変

換
」
は
商
業
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
収

益
の
根
幹
で
あ
り
、
資
産
サ
イ
ド
の

金
利
リ
ス
ク
量
削
減
の
み
に
注
力
す

る
こ
と
は
適
切
で
な
い
。
負
債
サ
イ

ド
の
流
動
性
預
金
の
滞
留
や
粘
着
性

も
勘
案
し
た
う
え
で
、
資
産
サ
イ
ド

で
の
適
切
な
金
利
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の

程
度
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
リ
ス
ク
管
理
態
勢
を
構

築
す
る
こ
と
が
、
金
融
機
関
の
経
営

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
固
定
金
利
貸
出
の
期

限
前
返
済
、
定
期
預
金
の
早
期
解
約

な
ど
に
つ
い
て
も
、
金
利
リ
ス
ク
の

把
握
や
収
益
分
析
の
双
方
に
お
い
て

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

金
利
変
動
が
生
じ
た
場
合
の
、
金
融

機
関
利
用
者
に
よ
る
必
ず
し
も
経
済

合
理
性
の
み
に
基
づ
か
な
い
行
動
変

化
で
あ
り
、「
行
動
オ
プ
シ
ョ
ン

性
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。
監
督
指

針
案
で
は
、
金
融
機
関
が
金
利
リ
ス

ク
を
計
測
す
る
際
に
、
重
要
性
に
応

じ
て
、
行
動
オ
プ
シ
ョ
ン
性
を
内
部

モ
デ
ル
の
使
用
ま
た
は
保
守
的
な
前

提
の
反
映
に
よ
り
適
切
に
考
慮
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

金
利
リ
ス
ク
量
の
計
測
は
、
行
動

オ
プ
シ
ョ
ン
性
の
考
慮
方
法
を
含
め

さ
ま
ざ
ま
な
前
提
に
大
き
く
影
響
さ

れ
る
た
め
、
各
金
融
機
関
の
内
部
管

理
上
の
取
扱
い
に
従
い
、
適
切
な
手

法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
と
く
に
監
督
指
針
案
で
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は
、
内
部
モ
デ
ル
を
使
用
し
て
金
利

リ
ス
ク
を
計
測
す
る
場
合
に
は
、
モ

デ
ル
の
検
証
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
態

勢
の
構
築
が
適
切
に
行
わ
れ
、
モ
デ

ル
に
つ
い
て
の
必
要
な
情
報
（
目
的
、

意
図
さ
れ
た
使
用
方
法
、
基
礎
と
な

る
理
論
、
限
界
、
仮
定
等
）、
管
理

の
枠
組
み
（
方
針
、
検
証
の
手
順
、

組
織
体
制
等
）
お
よ
び
検
証
の
過
程

が
適
切
に
文
書
化
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
内
部
モ
デ
ル
を
含
む
計

測
手
法
の
管
理
は
、
一
義
的
に
は
個

々
の
金
融
機
関
の
規
模
・
特
性
に
応

じ
て
各
金
融
機
関
が
適
切
に
判
断
し
、

必
要
に
応
じ
て
当
局
が
検
証
す
べ
き

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
は
、

内
部
モ
デ
ル
等
計
測
手
法
の
各
要
素

の
う
ち
、
金
利
リ
ス
ク
量
の
計
測
値

に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
複
雑
性

が
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
よ
り
厳

格
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、

そ
う
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
簡

便
な
管
理
も
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

開
示
の
充
実
お
よ
び 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
回
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
監

督
指
針
の
ほ
か
、
国
際
統
一
基
準
行

に
係
る
開
示
告
示
案
を
公
表
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ゼ
ル
委
の

最
終
合
意
を
ふ
ま
え
、
金
利
リ
ス
ク

の
計
測
に
お
け
る
透
明
性
お
よ
び
比

較
可
能
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
定
量

的
項
目
と
し
て
「
標
準
的
金
利
シ
ョ

ッ
ク
に
対
す
る
⊿
Ｅ
Ｖ
Ｅ
と
⊿
Ｎ
Ｉ

Ｉ
の
計
測
値
」
に
関
す
る
開
示
、
定

性
的
項
目
と
し
て
「
リ
ス
ク
管
理
の

方
針
及
び
手
続
き
の
概
要
」
お
よ
び

「
金
利
リ
ス
ク
の
算
定
手
法
の
概

要
」
に
関
す
る
開
示
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
（
注
９
）。

　

定
性
的
項
目
の
開
示
に
あ
た
っ
て

は
、
開
示
の
対
象
と
な
る
情
報
の
重

要
性
に
照
ら
し
つ
つ
、
利
用
者
に
と

っ
て
有
益
な
情
報
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
と
く
に
、
金
融

機
関
が
内
部
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
特
徴
や
計
測
結

果
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
等

を
適
切
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

監
督
指
針
の
改
正
は
、
国
際
統
一

基
準
行
に
対
し
て
は
18
年
３
月
末
か

ら
、
国
内
基
準
行
に
対
し
て
は
19
年

３
月
末
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
（
注
10
）。

（
注
）１　

「
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
は
、
資
産
、

負
債
お
よ
び
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
・
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
さ
す
。

２　

外
貨
運
用
の
金
利
リ
ス
ク
量
は
、

外
貨
長
期
金
利
の
上
昇
を
受
け
て
足

も
と
で
は
減
少
し
て
い
る
。

３　

「
早
期
警
戒
制
度
」
は
、
自
己

資
本
比
率
が
最
低
水
準
を
下
回
っ
て

お
ら
ず
、
早
期
是
正
措
置
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
が
、
収
益
性
や
リ
ス
ク

管
理
態
勢
に
つ
い
て
改
善
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
金
融
機
関
に
対
し
、
健

全
性
の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
経
営

改
善
を
促
す
仕
組
み
。
02
年
12
月
に

導
入
。

４　

国
際
統
一
基
準
行
に
つ
い
て
は

金
利
リ
ス
ク
量
が
総
自
己
資
本
額

（T
ier1

資
本
とT

ier2

資
本
の
合

計
値
）
の
20
％
を
超
え
る
場
合
、
国

内
基
準
行
に
つ
い
て
は
金
利
リ
ス
ク

量
が
自
己
資
本
額
の
20
％
を
超
え
る

場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ

ー
基
準
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
。

５　

上
方
パ
ラ
レ
ル
シ
フ
ト
、
下
方

パ
ラ
レ
ル
シ
フ
ト
、
ス
テ
ィ
ー
プ
化
、

フ
ラ
ッ
ト
化
、
短
期
金
利
上
昇
、
短

期
金
利
低
下
の
６
シ
ナ
リ
オ
。

６　

た
と
え
ば
、
過
去
の
金
利
変
動

が
小
さ
い
円
貨
の
上
下
パ
ラ
レ
ル
シ

フ
ト
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
は

１
０
０
ｂ
ｐ
ｓ
の
フ
ロ
ア
が
適
用
さ

れ
て
い
る
。

７　

「
自
己
資
本
の
余
裕
」
と
は
、

告
示
に
定
め
る
自
己
資
本
の
最
低
水

準
を
上
回
る
額
を
さ
す
。

８　

今
回
の
監
督
指
針
案
で
は
、
信

用
リ
ス
ク
や
流
動
性
リ
ス
ク
等
を
対

象
に
し
た
早
期
警
戒
制
度
に
お
い
て

基
準
に
該
当
し
た
金
融
機
関
に
対
し

て
も
、
こ
れ
ら
の
対
応
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

９　

国
内
基
準
行
に
係
る
開
示
告
示

の
改
正
に
つ
い
て
は
検
討
中
。

10　

オ
フ
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ

ー
タ
の
追
加
分
析
の
う
ち
、「
金
利

シ
ョ
ッ
ク
が
将
来
収
益
に
与
え
る
影

響
」
の
観
点
に
基
づ
く
分
析
は
、
20

年
３
月
末
か
ら
実
施
す
る
方
針
。

さ
さ
き　

つ
よ
し

09
年
入
庁
、
国
際
通
貨
基
金
職
員
、

金
融
庁
監
督
局
総
務
課
健
全
性
基
準

室
課
長
補
佐
（
銀
行
勘
定
の
金
利
リ

ス
ク
担
当
）
な
ど
を
経
て
、
17
年
７

月
か
ら
現
職
。

し
お
み　

な
お
ふ
み

金
融
庁
監
督
局
総
務
課
健
全
性
基
準

室
課
長
補
佐
（
銀
行
勘
定
の
金
利
リ

ス
ク
担
当
）。16
年
６
月
か
ら
現
職
。
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